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主 張

公害医療⑳救済に寄せて

代表幹事 篠 原 義仁

回 従前、 川 崎市にあって は 「川 崎市小児

ぜ ん息医療費 支給条例」 （２０歳未満、 本 人負

担なし） によって、 未 成年者 は全市７ 区を対

象にそ の 救済 が行 われ、 他 方、 ２０ 歳 以 上の

成人については、 公害健康被害補償 法と の関

連も あって、 川崎南部の２区 （川崎 区、 幸区）

のみを対象と して リ１１崎市成人 呼吸 器疾 患医

療費助 成要綱」 （本人負 担な し） が制 定 され、

そ の 救 済 を 行 う と こ ろ と な っ て い た
。

これに対 し、 川 崎公害裁判に関 わっ た諸団

体は、 南 北に細長い地形的特徴 を持 つ川 崎市

に あって は、 縦横に走る幹線道 路の影響と し

て川 崎南 部に止まらず川崎 の中・北部に至る

ま で全市的に自動車排 ガス による大気汚染が

進 行していること、 その 結果と してぜん息患

者が全市全年齢に わたって 深刻 化 しているこ

とをふまえて、 川崎公害裁判 の判決 （幹線道

路の定義、 位置付けと大気汚染の実態の明示）、

神奈川 県教 育委 員 会 「学 童保 健 実態 調 査」、

川 崎市医師会調査そ の他の医学的データ を基

礎に、 ぜん 息患 者への全市、 全年齢 を対象と

する医療費 救済 を求めて、 川 崎 市に対し、 そ

の予算化と条例化の要請を行ってきた。

回 諸 団体 は、 川 崎 公害 患者 と 家族 の 会

（原告団）、 弁護 団、 川 崎公害根絶・ 市民連絡

会を闘 いの中核に据えつつ、 川崎 市の中北部

の民主的諸団体とも連携 して 「ぜん息患者の

医療費 救済を 求める 連絡会」 （柴 岡徳 衛会長、

２００３ 年１０月 結成） を起 ち上げ、 そ の闘いを

展 開 し た
。

市長 交 渉、 健康福 祉局 交 渉、 １０ 万名 目標

（２ 回） の議会 請願 （署名）、 市議 会各会派と

の懇談、 健康福祉 委貴 会対策、 川崎 市医師会

懇談、 川崎医療 生協、 神奈川 県保 険医協会懇

談、 市役所前昼休 み行動、 市内 （とりわけ北

部） で の 宣 伝
、

患 者 聞 き 取 り 調 査
、 マ ス コ ミ

対策等々 の多彩な取組みを、 具体的な戦略に

基づき具体的方針を確立して緩みなく継続し

た （ちなみ に前記請願の 個人署名 は７万 ６００

０ 名、 団 体 署 名 は ７８０ 団 体 に 達 し た）。

そ の結 果、 市議会審議６ 回の積み重ねの 中

で
、

２００５ 年 １１ 月 １６ 目 の 健 康 福 祉 委 員 会 で

全会派一致で前記請願の 「趣旨採択」 を勝ち

取 る と こ ろ と な っ た
。

こ れ を う け て
、

川 崎 市 は ０６ 年 ２ 月 １０ 目 発

表の今年度予算で 「総合ア レルギー対策 の一

環」 の名 のもとに気管 支ぜん息患者の 医療費

助 成 （但 し、 自 己負 担 １ 割） を行 う た め、

「予算 額６７４８万４０００ 円」 （３ヶ月 分） を計上

するに至り、 その 予算の成立後６月 議会にそ

の 条 例 案 を 提 案 し
、

条 例 成 立 後、 ６ヶ 月 の 周

知徹底 （施 行準備） 期間を経て、
「平成 １９年

（２００７年） １月 １日」 から実施す る旨 の方針

を確立するに至った。

これに よって、
「ぜ ん息連」 た 結集 して 取

り組ん でき た諸団体の闘 いは、 大きな成果 を

か ち と る に 至 っ た。 し か し
、

自 己 負 担 分 導 入

の 「弱点」 な ど、 速や かに克服されるべ き課

題をも併せもつ ところとなっ た。

回 この制度の内容は、 以下のとおりとなっ

て い る。

（１）目的 川 崎 市と してぜ ん息死ゼ ロ作 戦

を展開中で、 国の 総合ア レルギー対策 に対応

して本制 度 を作り、
「急 性期に おける 医療 機
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関への受診 を促 進 し、 気管支ぜ ん息患者の健

康の回復、 福祉の増進 に寄与することを目的」

と す る。 す な わ ち
、

公 害 医 療 の 視 点 が
、

少 し

あ い ま い に な っ て い る。

（２）救済対 象者 市内 に３年 以 上居 住す る

２０歳以上の気管支ぜん息患者 （但し喫煙者

は除く）。 すなわ ち、 期 間の長 短 は別 と して

大気汚染の暴露要件を念頭においている。

（３）助成する医療の範囲 市内の医療取扱

機関で受けた気管支ぜん息の治療に係る保陣

医 療 （但 し、 在 宅 医 療
、

検 査
、

画 像 診 断、 リ

ハ ビリ、 手術等や気管支 ぜん息に適応のない

薬剤 は除く）、 すな わ ち、 助成 する医療 範囲

は、
や や 狭 く な っ て い る。

（４）助成 額 気 管支ぜ ん息 の治療 にか かる

保険医療費の自己負揮分の一部 （保険医療費

全 体の１ 割は 患者の自 己負担）。 これと の関

係 で、 従 来の成人呼吸器疾患医療費助成 制度

の 対象者 （前述 した川 崎区、 幸区の ２０ 歳以

上の、 いわ ゆる要綱患者） につ いて は、 ３年

間、 現 行制度 を継続 する （激変 緩和 措置で、

３ 年間に限り、 前記要綱 患者につ いては、 １

割の自己負 担はなし）。

これを含めて、 市民への周知徹底期間を６ヶ

月 （川 崎区、 幸 区の要綱患者にとって は 「改

悪」 部 分 が あ る の で、
６ヶ 月） と し

、
６ 月 市

議会で条 例を制 定させ、 「実施予 定目」 は平

成 １９ 年 １ 月 １ 目 と す る、 と な っ て い る。

これに関していうと、 対象疾病 は気管支ぜ

ん息だけとするものの、 慢性 気管支炎と気管

支ぜん息が診断書 に併記されていてもこれ を

対象とするということ であり （川 崎市交渉 で

の市回 答）、 また喫 煙者 の取扱 いは、 申 請時

点 で喫 煙 して いて も 将来 の禁 煙 を誓 約 する

「念 書」 を差 し入 れれ ば認定 は可と いうこ と

で あ り （同）、 そ の 実 害 は 少 な い。

ま た、
「助 成す る医療 の範囲」 は、 現在 の

補償法認定患者に比べてより限定的である。

こ れ に つ い て は、 １９７０ 年 １ 月 １ 同 以 降 の

市条例 で医療費救済、 同年２月 １ 目以降の特

別措置法での救済は、 前記同様狭いものであっ

た が
、

そ れ が、患 者 会 等 市 民 要 求 の 結 果、 改 善、

拡 充 さ れ て き た
。 こ の 経 験 を 基 礎 に、 ま ず

、

「前進の一歩 を踏み出し」、 その後の取 り組み

と して改善要求 を出して欲 しい、 そ れをうけ

て次の段階 で市と しても検討する というのが

「川 崎市 の基本的 姿 勢」 で ある。 その いみ で

は、 間 題 点 は 残 る も の の
、

そ の 課 題 は、
近 々

のひきつづく課題となって いる。

團 他 方、 … 番大き な課 題は、
「自 己負 担

１割 導入」 の閥題で あり、 ３年間 の激変 緩和

期 間の経過にともなっ て、 従前の要綱 患者に

とっては、 既得権の侵 害、 改悪となって 現れ

て く る。 そ の い み で
、

こ の 自 己 負 担 の 課 題 は、

私たちと して は直ちに改善要求闘争 に立ち上

がる必要があるものとなっている。

課題を残 しつつも、 全国的に みて 医療福祉

予算が、 大型 公共事業等に係る 税金 のム ダ遺

い を棚 に上げて大きく 切り捨て られているな

かで、 自 己負 担付とはい え、 全市全年齢にぜ

ん息患者の医療費救済をかちとった成果は特

筆 され る。
ｒ小 さな政 府 （自 治体）」 「自 己責

任」 の名 のもとに本来的 に行政が担う役割 が

徐々 に縮小、 後退する なかで、 市民の いのち

と健康の課題、 公審医療と公害環境め間題は、

地方自治体と して 放棄 してはな らない 必要的

行政施策で ある ことを認識させて、 医療費救

済条例の制定をかちとった意義 は大きい。

公審 の視 点でいえば、 公審発 生源となるム

ダな幹線 道路計 画 （公共事 業）、 アクア ライ

ン建設、 川 崎縦貫道計画、
画遺 １号線拡幅 間

題は、 抜本的に見直す必 要が あり、 他方、 幹

線道路から排出される自動車排ガスを原因と

するぜん息等の患者 は、 何よりも優先的 に救

済される必要がある。

自己負担分の 導入の課題は、 ＰＰ Ｐの原則

（汚 染者 負担 の原則） に のっと り速 やかに 克

服される必要が あるが、 それでも医療福 祉予

算の削減が 常態化 するなかで、 本制 度の発 足

に至った意義は大きい。

３
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た め 息

望月 文雄

３月 ２２ 目 午後、 川 崎 市 土地 開発公 杜 の間

題を勉 強しま した。 時閥が終わり に近づいた

と き、 江 口 代 表 幹 事 が
、

配 ら れ て い た 「平 成

１６ 年度 末保 有土 地の 一覧 表」 に目 を通 して

い て
、

言 い ま し た、
「原 価 よ り も 支 払 利 息 の

方が大きく なっている」 と。 皆の反応 は今一

な 感 じ で し た が
、

私 に は 大 き な シ ョ ッ ク で し

た。 最近視力の低 下が著 しい私は土地開発公

杜の間題分析の 役はありませんで、 助 かり ま

した。 しかし、 江口代表幹事の言葉が 重く 圧

し 掛 か っ て い ま す。 帰 宅 後、
一 覧 表 を 開 き、

市税 のム ダが示 されている状況を端的 に示す

も の に つ い て 捜 し ま し た
。

２ つの視点が出 てきま した。 一つは 「支払

利 息が原価を超えたも の」 と いう江口さんの

指摘、 もう一つ は 「支払利 息が１Ｏ億円 を趨

えているもの」 です。 両方と も３件ずつ あり

ま したので、 紹介 しな ければという思いが強

く な り ま し た。 こ の よ う な 大 き な 支 出 は
、

議

会の年次会 計議事の中では間題にされま せん

が、 市税の使 われ方と しては、 市民が承知 し

ておく必要があると思ったからです。

支払利息が原価を超過した事例 ３件

１
、

事 業 名
、

稲 岡 公 圃 用 地。 所 在 地
、

多 摩

区 菅 稲 岡 堤 ２ 丁 目 ２０３１ 外
。

原 価 １ 億 ９３３２ 万

５１９５ 円。 支 払 利 息 ２ 億 ３６８３ 万 ７１０１ 円。 面

積 ８５１． ５ ㎡
。

取 得 年、
昭 和 ５９ （１９８４） 年。

２、
事 業 名

、
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 等 用 地

。

所 在 地、
麻 生 区 古 沢 ５７７ － １ 外。 原 価 １ 億 ４

８１１ 万 ３１４８ 円
。

支 払 利 息 １ 億 ９７００ 万 ３７９４

円。
面 積 １８５２． ５５ ㎡

。 取 得 年
、

昭 和 ５８ （１９

８３） 年。

３
、

事 業 名、
菅 （小 谷） 公 共 用 地。 所 在 地

、

多摩 区菅仙石 ２丁 目５７９２－ １外。 原価 ２億

８２６６ 万 ４３４６ 円。 支 払 利 息 ３ 億 ７１３５ 万 ８０９９

円
。

面 積 ６７２３． ４ ㎡
。 取 得 年

、
昭 和 ４７ （１９７

２） 年。

支払利息が１０億円を超過した事例 ３件

１、
事 業 名

、
生 困 緑 地 用 地。

所 在 地
、

多 摩

区 東 生 田 ２ 丁 胃 ４６６７ － ３５ 外
。

原 価 ２０ 億 ０７

１５ 万 ４５７１ 円。
支 払 利 息 １０ 億 ９０４５ 万 ３１８０

円
。

面 積 １ 万 ５７９４．
８６ ㎡

。
取 得 年、 昭 和 ５９

（１９８４） 年。

２、
事 業 名

、
早 野 聖 地 公 園 用 地。 所 在 地

、

麻 生 区 早 野 ８８２ 外
。

原 価 ３４ 億 １６５４０１３２ 円
。

支 払 利 息 １０ 億 ５２６７ 万 ４８５３ 円。 面 積 ４ 万 ６８

７２． ２ ㎡
。

取 得 年、 昭 和 ６０ （１９８５） 年
。

３
、

事 業 名。 水 江 町 地 内 公 共 用 地。 所 在 地、

川 崎 区 水 江 町 １ － ５３ 外
。

原 価 １４８ 億 １２５２ 万

６８８７ 円。
支 払 利 息 ８６ 億 ４３３３ 万 ５９２７ 円

。
面

積 ５ 万 ７３３６． ２８ ㎡
。

取 得 年
、

昭 和 ６３ （１９８８）

年。

一覧表の合計数値

面 積 ２５ 万 ５６１９． ２４ ㎡
。 原 価 ４０７ 億 ０８００

万 ７０３７ 円
。

支 払 利 息 １９０ 億 ３８２３ 万 ３９６４ 円、

という膨大な 数値 が示 されています。 私たち

市民はキャ ッシュ で１００万円以上持つこ とは

生涯 幾皮 もな いでしょう。 支払利息 １９０億円

を 単純に３０ 年で割 ると年６億き０００ 万円平均

に なりま す。 巨額の税金が投入 され ています

から、 そ の是非、 閥題の有無を 間うのは市民

の責任でも あると思う のですが。

畿 会 実 内
第 １０ 回総 会 を開 催 しま す。 目 曜 目 で す。

議題

日 時 ２００６ 年 ５ 月 １４ 目 １３ 時 ３０ 分 開 会 活 動 方 針 ・ 予 算 の 決 定

場所 エポックな かは ら７階第３会議室 新年度役員選出 ほか 参 加 して 下 さ い。

４
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東和町の不思議

清水 芳治

世 の 中 に は 様 々
、

不 思 議 な こ と が あ る。 そ

してそ の不 思議 をあれ これ考 えて いくう ち、

なるほ どと納得するケースが多い。

永閏寿康衆議院議員の偽メ㎞ル間題にして

も懲罰委員会で永囲氏が仲介者西澤孝氏の名

を明 らかにし、 酉澤氏が仲介者 であることを

肯 定 した ので、 これ から は永 囲 氏の功名 心、

民主党 執行部 の不手際、 西澤氏 の意図か或い

は西澤氏 を操っ た影がいるの か辺 りがはっき

りすれ ば、 それほ ど簡 単ではないに しても殆

ど事情 は明 らかに なる。

とこ ろが東和町の不 思議は、 考えれ ば考 え

る ほど不思議さが増 してく る。 でも、 不思議

のまま 放っといてい いことではなさそう なの

で、 岩手県東和町 に川 崎市が取得 した東和 町

市民保養交流施設用地 （以下、 東和町の 士地

など、 適宜記述） を巡る金銭の動きを記 して

私が不思議と思う のがおか しいのか、 物 好き

にもこの駄文をお 読みく ださる読者 に判 断 し

ていただきたいと思う。

考える手立て は二つある。 一つ は川 崎市か

ら情報提供され た本誌所収のリス ト （その一…

部 を次ぺ一 ジに 掲載）、 お よびその 情報 を補

う何かがあると考えて現在情報公開請求中の

文 書
、

こ れ は ま だ 入 手 し て い な い の で、
多 分

役に立つだろうと推測 している段階 である。

リ ス ト に よ る と こ の 土 地 を １９９２ 年 に ６９９８

万 ３０００ 円 かけて測 量調査 等を行 い！ 翌年

（１９９３年） 川崎 市土地開 発公杜から６４８０ 万１

０００ 円 で 買 い 戻 し て い る。

ご存じない方に説明すると、 川 崎市が土地

開発 公杜に土地の買取 を依頼 して公杜に 土地

を取得させ、 その土地 を川崎 市が買い取るこ

とを再取得といい、 公 杜に土地の原価、 購入

資金の利 息、 事務費 （この 場合 は原 価の１％）

を合算 した 金額を支払う、 言い 換えれ ぱ取 得

金額より当然高くなる。

そこ で、 高く なっている 土地の買取価格 と

測量調 査費を比較 してく ださ い。 私ら貧乏 人

はこう いうことはできま せん。 調査費 に払 う

金 があるんだったら別の 土地を買いま す。 た

だこ の時点で既にこの 土地は川 崎市が 転売す

る際 には１億３４７８万４０００円で売って も少 し

損 をす ること になりま すね。

そ して 造成工事 です。 １９９４ 年前払 い金、 １

億 ０５７５ 万 円
、

造 成 設 計 費 ２５４９ 万 ３０００ 円、 １

９９５ 年 ２ 億 ４４４５ 万 円
、

合 計 ３ 億 ７５６９ 万 ３０００

円 往 り
。

さらには温泉掘削 ！ 細かい費用 を除外 し

て１９９７ 年調査費、 掘削 工 事費な ど併せ １億

６６５８ 万 ５０００ 円、 １９９８ 年 掘 削 追 加 工 事 ２０４２

万 円、 合 計 １ 億 ８７００ 万 ５０００ 円
。

ご覧の通りこの 土地に直接投 下された金額

が 私 の 計 算 で は ６ 億 ９７４８ 万 ２０００ 円 に な る、

と こ ろ が、 議 会 か わ さ き ２００６ 年 ２ 月 １ 貝

号４ ぺ一 ジを ご覧 下さ い。
「議決 した 主な議

案」 の中に 「財 産の無償譲渡」 と いう項目が

あり、 東 和町 の土 地の評 価額 は２２６ 万 ３３５０

円 と な っ て い ま す
。

何 のために造成工事を した ので しょう か。

普通、 造成 工事といえ ば山 林原野を開発 し

宅地 を造ることを思い浮 かべま すよね。 建設

でき ない土地を建設可能 な土地に変える ので

す から当然、 付加価値が 付き ます。 土 地の価

格が 上がりま す。

温泉 を掘りま した。 出るま で掘ったわ けで

すから当たり前のことですが、 混泉が出ます。

これらすぺてがマイ ナス要因となっ たと説

明できなけれ ば、 このところ地価の 値下がり

が続いたとは いえ、 バ プルの頂点を過 ぎてか

ら購入 した筈 です から、 巨額な下落 の生 じた

理由 が分かりま せん。

差額６億９７２１ 万７０００円 はどこ に行っ たの

で しょうか。 だれか教えてく ださい。

５
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１８．０２．２４

東和町市民保養交流施設用地の経費経過について

事 業 の 執 行 状 況 （総 額 ： ８ ３ ６，
１ ８ ７ 千 円）

年度 執行内容 金額 文書所管課 備考

測 量 調 査 等 委 託 料 ６９ ９８３ 市 民 局 市 民 施 設 課平 成４年 度

７５，ユ７５千 円 建 設 協 定 調 印 式 委 託 料 ２ ０９５ 〃

地 域 間 交 流 事 業 委 託 料 ６０６ 〃

事 務 費 ２ ４９１ 〃

７５
，
１７５

平 成５年 度

２６０，９２４千 円

用 地 買 い 戻 し

用 地 取 得 契 約 菱 （公 杜 ⇒ 市） ○ ６４ ８０１ 財 政 局 管 財 課

用 地 造 成 工 事 前 払 い金 １０５ ７５０ 市 民 局 市 民 施 設 課 債 務負 担

造 成 基 本 実 施 設 計 委 託 Ｏ ２５ ４９３ まちづくり局施設計画課 保 存 期 閻 経過

建 築 基 本 設 計 委 託 ○ ２１ ３７２ 〃 保 存 期 間 経過

水 源 調 査 委 託 ９
．
６８９ 市 民局 市 民 施 設 課

生 態 系 調 査 委 託 ８ ６８７ 〃

文 化 財 調 査 委 託 ９ ５１２ 〃

〃 ５ ９０４ 〃

開発 協 議 等 本 申 請 委 託 ７１０７ 〃

事 務 費 ２，
６０８ 〃

２６０
，
９２３

用 地 造 成 工 事 費 ２４４ ４５０ 市 民 局 市 民 施 設 課 債 務 負 担平 成 ６ 年 度

２４６，８３０千 円 事 務 費 ２．
３７９ 〃

２４６
，
８２９

用 地 管 理 委 託 ８２６ 市 民 局 市 民 施 設 課 保存 期 間 経 過平 成 ７年 度

２，４３９千 円 事 務 費 １ ６１２ 〃

２
，
４３８

建 築 実 施 設 計 委 託 Ｏ ４０ ６８５ まちづくり局施設計画課平 成８年 度

４４，９３９千 円 用 地 管 理 委 託 ９２１ 市 民 局 市 民 施 設 課 保 存期 間 経 過

市 民 保 養 施 設 等 構想 検 討 委 員 会委 員 謝 礼 ６１１ 〃

事 務 費 ２．７２２ 〃

４４，
９３９

市 民保 養 施 設 等 構 想 検 討 委 員 会 委 員 謝 礼 ６１１ 市 民 局 市 民 施 設 課平 成９年 度

ユ７０，
９０８千 円 用 地 管 理 委 託 ９４５ 〃 保 存期 間 経 過

温 泉 調 査 委 託 ２ １００ 〃

掘 削 許 可 申 請 量 類 作 成 委 託 ３００ 〃

動 力 許 可 申 請 婁 類 作 成 委 託 ３１５ 〃

温 泉掘 削 工 事 Ｏ １５０ ８８５ 〃

温 泉 掘 削 工 事 （前 払 い 金） Ｏ １３ ６００ 〃 繰 越 明 許

事 務 費 ２１５３ 〃

１７０
，
９０９

用 地 管 理 委 託 ９９１ 市 民 局 市 民 施 設 課 保存 期 間 経過平 成１０年 度

２ユ，８３ユ千 円 温 泉 設 備 保 守 管 理 委 託 ４２０ 〃 保存 期 間経 過

量泉 掘 削 工 事 ２０ ４２０ 〃 繰 越 明 許

２１
，
８３１

６
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（経過報告）

川崎駅西口
旧東芝柳町工場跡地への

キヤノン進出に地元期待大！！

金澤 義春

近年、 川 崎駅西口地 区では複数の開発 プロ

ジェク トが行われて、 街 の風景も大分様変 わ

り し ま し た。 大 宮 町 地 区 で は、 ２００３ 年 １２ 月

にミュ ーザ川 崎が開業 しま したが住民の声 が

反 映されて周辺のペ デス トリ ア ンデッ キやユ

スカ レーターが整傭され、 駅までのアクセス

が 大分便利 になりま した。

堀川 町地区の旧東芝跡 地では、 大型 商業施

設とマン ショ ンが一 体となったラゾー ナ川 崎

の工事も着々と進 んでいますが、 ここ でも商

業施設 には我々住 民が望んでいた多目的ホ ー

ルが整備されること となり、 今秋には 完成 と

な り ま す。

さ らに今後 注目 される大型 プロ ジェク トと

し て 「キ ャ ノ ン 柳 町」 進 出 が あ り ま す が
、

地

元住民と して も大き な関心を寄せてお り、 昨

年より説明会が開 催されてきま したの で、 経

過を報告 したいと思 います。

旧東芝柳 町工場跡地が東芝より キャノ ンに

売 却 さ れ ま し た が
、 今 後 キ ャ ノ ン の 生 産 ・ 研

究開発の国内の 拠点となる施設が建設 される

と の こ と で す
。

旧東芝柳 町工場の跡地利用に は、 当 初超高

層マ ンショ ンや資材置き場、 市の清 掃工場建

設な どの噂が あっ て、 私も含めて 地元 住民は

大変心配 しておりま したが、 世界的企業のキャ

ノ ンの柳町進出は大変歓迎するところです。

川崎 市の南武線沿線には目立、 ＮＥＣ、 富

士通な どのＩＴ産業の研 究施 設や工場が多 数

あ り ま す が
、

キ ャ ノ ン も ２００４ 年 １２ 月 に 南 武

線矢向駅近くに新たに研究所を開設したばか

り です。 そ して今回の柳 町進出により川 崎市

と の 絆 は 一 層、 深 ま る で し ょ う。 地 元 と し て

もキャノン進出による経済の活性化 に期待 し、

一目も早い進出を期待 しております。

しか しなが ら、 大 規模な計画 でもあり地域

環境 への影響も心配されます。

昨年より環境アセス の手続きが進 められて

おりますが、 昨年７月 ミュー ザ川 崎で行われ

た説明会に私 も出席 し意見を述 べて 参りま し

た
。

柳 町の完 成は２００９ 年の 予定 であり、 最終

的に は７５００人 の杜員 が来 るそう です。 キャ

ノンは次期経団連会長に就任する御手洗富土

夫氏が 率いる世界的企業でありますが、 近年、

半導体関連 や自動東産業にお いて、 ア ジア諸

国への研究施設 や工場の移転が 進み、 国内産

業の空洞化 や我が国固有の 生産ノ ウハウの流

出による各 国企業の台頭に 苦戦する企業が 多

い中 で、 基幹 技術の国内開発 と生産にこ だわ

り、 今回の柳 町プロジェク トもその一環と し

て、 国内各地 の 「ものづくり」 部門を集約す

る施設 を建設するとのこと です。

敷地の北側は住宅が隣接している地域です

ので住環境 に対する影響 を心配 していま した

が、 言十圃 では敷地の北側に は駐車場や緑地 な

どが設 けて おり、 また８５ｍ の高層 ビルも あり

ますが、 同影の影響を考 慮して敷地の南側 に

寄せて 配置するな ど、 地元 の夷境に対 し配慮

し た 内 容 と な っ て お り ま し た。

ま た、 説明会 には約 ４０ 人程 が出席 し、 他

には工事車両の進行について幹線道路などの

指 定ルー トを厳守するこ と、 近隣窓口の 設置

などの意見がありま した。 施 工について は鹿

島建設 が行 い、 同杜は現在 工事中の堀川 町で

は近 隣窓口を設けておりま すが、 柳町の 工事

に当たっても同様に近隣窓口を設置 し、 明確・

迅速 で綱 やかな対応を要 望し、 すべての 対応

７
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を確認 しま した。

説明 会を通 じて全体的 に地元への協力 体制

を確認 できま した。
一 方で、 懸念されるこ ともあります。 戦 前

より操業されている工場跡地には土壌汚染物

質があり、 現在東芝 と大成建設で対策 工事が

行われているよ うですが、 後顧 に憂 いのない

ように しっ かりと した処理を行って 欲しいと

思 い ま す。・ こ の 点 に つ い て は
、

今 後 し っ か り

と地元も監視 して行きたいと 思います。

キャノ ン柳 町の工事開始 は本 年４月 とのこ

と ですが、 説明会参加者 からもキャノ ンの一

日も早い進出を期待するという声が多数あがっ

てお ります。 改めて関係者 には地元の声 に応

える努 力を強く 要望致しま した。

（川 崎 駅西 口再開 発 を考 える会 会 長・

川 崎駅西口大通り会会長）

目銀の量的緩和について

佐々木玲吉

２月 のある同、 用 事があっ て横浜へ 行く こ

とになりま した。 財布に５ 千円札 １枚 しかな

いので銀行で千円札５枚 に爾替 してから乗 車

券を購入することに しま した。 すると銀行の

窓口では 「手数料３ 百円戴きます。 機械 でご

自分 で操作 すれ ぱ２ 百円 で済み ます。」 と い

われま した。
ｒいつ から 手数料 を取る よう に

なったのか？」 と聞 い合 わせると 「昨年 の暮

れ頃 から。」 とい う返事 で した。 呆気 に取 ら

れて両替は中止 しま した。 今銀行はこのよ う

彼サー ビスも不 能な程、 利益に事欠いて いる

の で し ょ う か
。

と ころ で今か ら２０ 年程 前から わが国政 府

並ぴに地方自 治体は、 景気浮揚或い は維持の

ためと称 し、 公債を どしどし発行 しては、 自

然破壊 は物かは、 公共事業を繰り 広げてきま

した。 そ の結果 は１０ 年程 前で既 に数 百兆円

にもの ぽると いわれる程の借金 を抱 えること

になり、 政 府や目銀はその対応 を遭 られるこ

とになっ たのです。 そこ から庶 民増税、 消費

税３％ より５％へ、 年金支 給額の低下等が行

わ れ ま し た が
、

貨 幣 価 値 の 下 落、 イ ン フ レ を

狙っ た紙幣の大増発もその 一つです。 そ れら

の紙 幣は大 最に銀行に配られていったのです

その間各企業は合理化と称し正杜員を減ら

し、 臨時、
パー ト杜員 に切 り替えて いきま し

た
。

そ の よ う な こ と を や っ て い れ ぱ
、

国 民 は

疲 弊し、 国内市 場は低 迷 し、 不景気 は長 引く

ぱかり、 企業経営 者は設備投資 は控え、 銀行

借入も控えます。 かく して金融機 関は莫大 な

かね余り現象 をおこし、 経営 は行き 詰まって

来ま した。 そ こから銀行の整理 統合、 縮小が

急 激 に 行 わ れ る よ う に な り、 り そ な
、 Ｕ Ｆ Ｊ、

みずほ等聞きなれない銀行が合併により出現

し、 今迄の 銀行は どん どん姿 を消 しま した。

川崎駅前でも１０数店舗あった銀行の店舗は

今では ほんのわずかになり、 中には無人店舗

も 出 現 し て い ま す。

そ れでは大量に印刷さ れた紙幣は どう なっ

たの でしょうか。 大半 は米国 国債購入 にま わ

り ま したが、 尚行き 場を失っ たかね は年間２

万～３万人程の自殺者 を出すとい われる サラ

金 へ
、

そ し て ラ イ プ ド ア に よ る フ ジ Ｔ Ｖ、
ソ

フ トバンクによる ボー ダフォン等に 見られる

ような企業買収資金へと流れているのです。

最近、 目銀 は還：的緩 和解除を決 定致 しま し

たが、 これ 迄の冒銀の政策は わが国経済を混

乱の中に追いやっただけではないでしょう か。

同銀の自川理 事は次 の ごとく 述 ぺて います。

「１９９１年 の利子収 入が続いた と想定 して推計

する と２００４年 迄に国 民 が失っ た利 予 は３０４

兆 円 に の ぽ る。」
と 発 表 し て い ま す。

われ われ庶 民にとって銀行 は必要なもの で

す。 不必要 なとき には預け、 必 要な時には引

き 出 す
。

ま た 決 済 に、 納 税 に、
時 に は ロ ー ン

を組 む等必要な公共機関です。 それが両替に

迄手数料 を取らねばな らないよ うになったの

８
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は明ら かに政府、 日銀の政策の あやまちと考

えます。 一 目も早く 両替位 は無料 に し、 預金

金利も上昇させても らいたいもの です。

トルコ 紀行 その ２

イスタンブール （２目目）

２ ０ ０ ６ 年 ２ 月 ３ 目

望月 文雄

タ シ ケ ン ト か ら フ ラ イ ト 約 ５ 時 間、 イ ス タ

ンブールのアタチュルク 空港に到着、 入 国検

査 を受け、 飛行機預 けの トラ ンクを確認、 両

替をすませて、 専用バス ヘ。
バスは旅行 中は

専用。 ドライ バー の名 は グルエ ン。 総勢 ３４

名 なの で４０ 人乗 りのパス に は若干空 席が あ

る。 隣座席が空く ということは賛沢なの だが。

夜空に雲がなく、 月 影が爽やか。 空 港内は

暑さで汗だく だっ たので、 夜風が心 地よいこ

と。 添 乗 員 が 「ホ テ ま で は こ の バ ス で １５ 分。

明朝 は７時 ３０分 に出 発 しま すか ら、 支度 を

お願 い します。 ホテル の枕銭は新通貨で １ ト

ル コ リ ラ （日 本 円 で ９０ 円）
、

ト ル コ リ ラ が な

ければアメリカ ドルでもかまいませ んが、 日

本の百円コイ ンは使わないでく ださ い、 両替

所でも日本のコイ ンは扱いませんの で」 と説

明する。 ホテル でも両替 しますが、 空港 の両

替所 より も著干 率が悪 い場合 もあり ま すが、
…度に高額紙幣 を両替すると、 管理が たいへ

んですから、 適当 に」 と気配りの効 いたア ド

バ イ ス。

イ スタ ンブール に来たんだという感慨 が去

来する。 ホテル はコンクリー トの壁が 両脇に

ある狭苦 しい道 を抜けて、 高速道路 に面した

ところに玄関がある。 部屋割りと荷物の受 け

取り、 部屋への運搬 は今夜に限り、 自分 運ぴ。

真夜中 の１２ 時 半。 目本 時間 では朝の ６ 時半。

２４ 時間眠 らず に来 たの だ から、 疲 れ るの は

当たり 前。 こ れか らの１４ 肩 間健康 を維 持で

き る よ う に と 念 じ る
。

ホテ ルの朝食 はバイ キ ング方式。 ６ 時半に

は 食 堂 の 入 り 口 が 込 み 合 う。
パ ン ・ ヨ ー グ ル

ト ・ オ リ ー プ は 数 種 類 ず つ。
牛 乳 ・ ミ ネ ラ ル

ウ ォ ー タ ー ・ コ ー ヒ ー は 蛇 口 付 き ポ ッ ト。 果

物 は り ん ご
、

プ ラ ム
、

き ゅ う り は ｝ 口 の 大 き

さ に ス ラ イ ス し て あ る。 肉 料 理 は 大 な べ に
、

ソ ウセ ー ジは４， ５種 類スライ ス して大 皿 に

盛って ある。 幾組かのグルー プや個 人・夫婦

様々な客で ごったがえすノｖ キングの陳列場。

席は自南。 トルコら しい食 事を朝食で求め る

のは、 団体旅行で は無理な ようだ。

バスツア ーが始まる。 ガイ ドはサイ トさ ん

と いう３０ 歳前 後の美 男。 トル コの観 光ガイ

ドの国 家試験はとても難 しいら しい。 並み の

教職課程の数倍も難しく、 エリー トだという。

最初 に案 内されたのは ブルー モス クとい わ

れ る ス ル タ ン ・ ア フ メ ッ ト ・ ジ ャ ミ ィ。 ６ 本

の尖塔 （ミナレッ ト） が 巨大 な ドームを囲 む

よう に、 紺碧の空に向って 屹立 している。 バ

ス をお りてジャミィの前 に急 ぐ。 大通り は自

動 車の 交通 が激 しく、 横 断歩道 は見あたら な

い。 ガイ ドのサイ トが、 トル コには横断歩道

が殆 どありま せん。 自動 車は 歩行者を無視 し

てス ピー ドを出 しますの で、 自 動車の交通 量

が多い道の 横断には気を付 けてく ださい、 と

いいつつ、 頃合を見計ららて 自動車を避け る

ように横断する。

ブルーモ スク の前は歩道の 脇に木製ベ ンチ

が ２ 列、 ５ 列 に な ら ん で い る。

’
モ ス ク の 門 ま

では公園 になっ ていて、 花壇 がき れい だ。
ベ

ンチの脇が門 への通路で、
ベ ンチの向かい に

旅行者目当 ての土産屋が１ 軒。 土産のほ かに

ミネラルウォーターやアイスクリーム、 スナ ッ

ク菓子な どが売られて いる、

ガイ ドは一行 にミネ ラル ウォータ ーの購入

を 勧 め た。
「ト ル コ は 暑 い 国 で、

先 週、 雨 季

も明けたの で、 水 は必要です。 旅行 者は水道

の水をのま ないよ うに してく ださい。 水道は

９
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あまり 設置されセいませ んが、 その水 を飲 む

と下痢や腹痛を起 しやすいですか ら。 水 はミ

ネ ラルウォ ータ ーに してく ださい」 と。

モス クの門を入る とミナ レッ トは見 上げな

けれ ぱ尖塔 の 先が 見え ない。 「６ 本ミ ナ レッ

トは 建 築を 指示 さ れ たメ フメ ッ ト・ア ー が

『アル トゥン （黄金） の塔』 を建て よと いわ

れたのを 『アル トゥ （６）』 と聞き 違えて建て

たものだ」 と伝説 を説明する。 ６本のミナ レッ

ト を 見 上 げ る に は、 首 を 空 に 向 け て、 １８０ 度

体を回さな けれ ばならない。 青空 に違く ミナ

レッ トは太 陽の 光線を受けて眩 しく輝 いてい

る。 コ ンスタ ンティ ノープル を占領 したスル

タン・アフメ ッ ド１世の誇 らしげな容貌と合

体 し て い る よ う だ。

プ ル ー モ ス ク の名 で 親 しま れ て い る

ス ル タ ン ． ア フ メ ッ ド ・ ジ ャ ミ ィ

ス ル タ ン ・ ア フ メ ッ ド・ ジ ャ ミ ィ の 裏 側 に

廻ると、 建物の裾に あたる都 分の水道の蛇口

がずらりと並んで いて、 溝の縁が腰をお ろせ

るような 高さ になっ ている。 「この水道 はミ

サに参加 する信徒たちが 足を洗い清めるため

のものです。 わた した ちはこれからジャミィ

の中にはいります。 足 を洗う必要はありませ

んが、 履いている靴 は脱いで、 各自が持って

入場します。 袋を持っ ていない人には、 廊 下

に袋の入っ た入れ物が ありま すから利用 して

く ださい」 と付け加 えて説明 を終えた。 裏庭

は芝生の緑が鮮や かで、 プラタ ナスの植 え込

みが静けさ を守っ ている。

仏 教で 寺の大き な建 築物 を伽藍 とい うが、

ジャミィの 中は正に伽藍、 広々 とした広間の

天井 は ドー ムで、 直径２メー トル以上あ ろう

かと いう柱 が数本立って いる。 広間の片側 が

通路というの か、 見学者の広間になって いて、

天井 から幾つもの輸のよ うに吊るされた 電灯

も明かりで場内を照らすという感 じではなく、

薄 暗 い 感 じ。 周 り の 壁、 柱 は 青 い イ ズ ニ ッ ク・

タイ ルで装 飾されていて、 淡 い光に落ち 着い

た情 景を醸 している。 この伽 藍の床 に敷き 詰

められた絨 毯も見事だ。

私は南側の部屋の鴨居に掲げられているペ

ル シャ文字の額に気 をとられて、 ガイ ドにあ

れ何 て書いてあるの かと 質間すると、 古い言

葉 でわた しには読めま せんという返 事が 返っ

てき た。 花壇が整 えられて いる伽藍の庭 （最

初 に入ったきた場所） に出ると空の育 さがひ

と 際
、

凄 い ほ ど だ。 こ の 空 の 脊 さ は 十 数 年 前
、

始めての海外旅行 でギリ シャで味わっ たとき

以来のもの。 門の遥か向こう左手にアヤソフィ

ア博物館が見える。 ア ヤソフィアで は漆喰の

下から出てきた創設当 時のモ ザイ ク 画を見物

でき ると私は胸をとき めか した。 何と いって

も
、

キ リ ス ト 教 を 容 認 し た：コ ン ス タ ン テ ィ ヌ

ス １世が帝都の シンボルと して建立 を始めた

当時世界最大の教会堂 である。 幾度 か焼 失 し

たが 現在のものは５３７ 年、 時の皇帝ユス ティ

ニアヌスが６年の 歳月 をかけて建 立させた ビ

ザンツ様式の大聖堂なのだ。

次に案内されたのは地下宮殿と呼ばれる地

下貯水池り ４ 世紀か ら６ 世紀に かけてつく ら

れたこの地下 貯水 池はコンスタ ンチノ ープル

の用 水池と して作 られたもの。 イ スタ ンブー

ルとなってか らの この 都市の重要な トプカプ

宮殿をは じめ地域の水 瓶であったと いう。 広

さ は 約 ９０００ 平 方 メ ー ト ル
、

高 さ ８ メ ー ト ル
、

コリ ント様 式の円柱、 ３３６ 本で天 井部分 が支

え られ たが 現在 は９０本 の柱は 無く なって い

るらしい。 地下宮殿の名 称の言われは 定かで
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はな いが、 奥の２本の柱 にギリ シャ神 話のメ

ド ゥ サ の 首 ２ 首 が
、 １９８４ 年 の 大 改 修 で、 ２ メ ー

トルに及ぶ泥が取り 除かれたときに、 発 見さ

れ名 所になったという。 直径２メー トルの大

理 石の柱の基礎部 分に浮彫りされたそ の首は、

そ ぞろ恐ろ しい。 蛇である髪の毛が 額にのた

うつ。 多神 教でもあるギリ シャ神 誘の恐怖の

女神を地上 から抹殺するため に、 地下の柱の

基礎 にしたとか。 １ 首は寝た ように横 向きに

さ れ て い る。

地下宮殿を出るといよいよ期待のアヤソフィ

ア だが、 ガイ ドは門の 中の入らず、 外に 立っ

て説 明を始めた。 説明後入 場するの かと 思っ

て いると、 時間が限 られて いるので、 今回 は

外 から外観を眺める だけだという。 がっ かり。

昼食の場所へはバス移動ですからここでは休

憩 １５ 分と そ っ け ない。 残 念。 塩 野 七 生 の

「コ ン ス タ ン テ ィ ノ ー プ ル の 陥 落」 に あ っ た
、

攻防の城壁は見 られる のだろうと期待 を切り

替 え る。

昼食 の場所 はパ ス移動 ２０ 分。 マ ルマラ 海

に面 した高速遺路 脇にあった。 そこ に行くま

でに破損 した 古代の城壁添い にバス は走行 し

たが、 講一人城壁 に関心を示す同行者 はいな

い。 紺碧の 空と 海面。 高速道路 は海 面と余り

高さが 違わない。 海を走ると いう錯覚を遮る

もの は崩 れた古代城壁。 レス トラ ン トはその

城壁を利用 して造られていた。 食事 が出るま

での間、 私は海と城壁沿 いの 高速遺 路を歩い

た
。 １４５２ 年 か ら 翌 年 に か け て ビ ザ ン テ ィ ン

帝 国 は
、

オ ス マ ン ・ ト ル コ の 若 い ス ル タ ン ・

アフメ ッ ドとの壮絶な闘いを行い、 この城砦

の堅固さ で、 幾十倍かの トルコ軍の 猛攻撃に

耐えた のだ。 そのような歴史 は征服 者には感

慨の価 億もないのだろう。 敢り壊 すには費用

が掛 かりす ぎる残骸を、 才覚 の働く トルコ人

が 現 代 に 利 用 し て い る の だ
。 し か し、 そ の よ

う に利用 されることで名 残 を留めていてくれ

る の が 嬉 し い。

耐震偽装被害者救済を

佐野 仁昭

昨 年 １１月 １７ 目 に、 耐 震 偽装 事 件が 発 覚

し ま し た
。

現 時 点 で、 川 崎 市 で は、
姉 歯 氏

によ る 耐震 偽 造で、 耐震 強 度 （耐 震 性能 指

数） が ０．
５ に 満 た な い マ ン シ ョ ン が ２ 件、

川 崎 市 が建 築確 認 を 行っ た も ので、 偽 装 さ

れ 耐震 強度 が ０．５ 以 上 の物 件 が３ 件 （う ち

物件名 非 公開 が ２件） です。

先 目、 高 津 区 で開 か れた シ ン ポジ ュ ーム

で は、 精神 的 に 追い 請 め られ る居 住 民 の現

状 が往 民代 表 から も報 告さ れま した。

親の介護 のため広いところ と、 購入 したマ

ンショ ンで偽装が発覚 し、 施設 にも入れず ど

うすること もでき ない状態に追 い込 まれて い

る。 生まれ てく る子 どものた めに購入 したマ

ン シ ョ ン で し た が、 耐 震 偽 装 が 明 ら か に な り
、

生まれ た子 どもと一度も住 めないま ま、 引越

しを余儀なく され ま した。 他 に妊婦が２人 い

ま す
。

また、 自 殺をしたら保 険金 で楽になれる の

で はないかともらす住民 もいます。 今住民 が

どれ ほどの絶望と梅 しさ の中で、 辛い生活 を

余儀 なく されているの か、 考えただけ でも涙

が こ ぽ れ ま す
。

こ うした実態に対 して、 国は どうい う態度

を 取 っ た で し ょ う か。

北側 国土交通大臣が 「手厚い支援」 と発 表

した支 援策なるものの内 容は、 優良建築物 等

整備事業など現行制度の仕組みを最低隈の枠

内 で寄せ集 めただけのも のです。 現在のロ ー

ンはそ のままでさ らに上乗せする二重ロ ーン

を押し付けるな ど、 生活 再建とは程遠 い内容

と いわざる を得ませ ん。

阪神 大震災の際、 期 隈付き 条件付きの解 体

費 補助 な ど、 住民の生活 再建という観点 から
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の計画 や、 住民相互の十分 な話 し合いの機会

を保 障す ることなく、 一 方的に押 し付け られ

ま し た
ゆ

住 民同士の意見がまとま らず、 いま だに建

て 替え られな いマ ンショ ンが残 され るな ど、

大き な閥題を残 していま す。 今回の閥題 でも、

地震被災者より 手厚 いどころ か、 地震被 災者

の教訓す ら生かされていません。

偽装マン ショ ン住 民代表が発言 して いたの

は、
「公 害間 題や ＢＳＥ 間題 でも、 人間の 生

命や健康が 著しく 脅かされて いるこ とに対 し

て
、

国 は 何 ら か の 対 策 を と る
。

そ れ と 同 じ で
、

住宅が危険 にさらされ、 生命が危険 にさらさ

れているとき、 国は安全を守る 対策 を採るの

は当然 だ」 と いうものです。 私 はこ の点を強

く指摘 し、 生活再建の見地 から具体的な公的

補償策に変 えなけれ ばな らないと思います。

また、 真 の生活再建を果た すためには、 売

主、 不 動産関連菜者の責任は、 厳しく 間われ

なけれ ぱなりません。 中 でも 担保価 値のない

ものでローンを組ん だ金 融機 関の責任も明確

で す
。

本 年 １ 月 ２８ 目 に は、 被 害 住 民 が、 全 国 銀

行協会 に対し、 現在の住宅ロ ーンの５割以 上

の債務 放棄や、 金利１％ 以下へ引き下 げな ど

を求める要望書を出 して いま す。 全銀協も前

向き に検討すると答えています。

この提案は、 たと えば１００万円儲けて いる

銀行 に対 して１０００ 円棒 引き に してく れと い

うに等 しいこと で、 き わめて現実的な提案 で

す。

言い換えれ ば、 杜会 的責任諭を出すま でも

なく、 金融機関 にとっ ては、 会計上の欠損 処

理で対応できる額 です。 こう した、 関連 業者

の責任を果たさせ るために、 国が積極的 に関

与すぺき です。 しかし、 民民の閥題と 手を出

そうと しません。 国は、 制度の機能不 全を見

過 ごした責任があります。 支援 ではなく賠償・

公的補償の立場で取り組むべきです。

さ て今年、 憲 法が公布 されて ６０周 年を 迎

えます。 持ち家政策 をとっているわ が国にお

いて、 憲法 に保 障されている安全な住 宅に安

心 して暮 らす権利 は、 平和的 生存権 における

最低限の権利 です。 現在、 建築基 準法の改正

を含 め、 制度の見直しが検討されていますが、

上記の 点を踏ま えた抜本的改 革が強く 求め ら

れ て い ま す。

一） 筑 寛 詣斤

な 聞 告 重 築 い 崩 い ン ー１ ン

ど の 発 大 行 災 僅 壊 Ｌ 苦 地 の 耐 会

亀篤星苑努婁ほ壽ξ苫竃警嚢＿＿
塾

鵬 轡 鐸誉寡季篤馨 雛 融 黒員
対 る あ あ を た に い 生 が よ っ 装 市

簿喋１㍊ 雛 ザ鐸霧雌；窪得
用 市 新 事 す 鐘 な の な ｉ が ヨ ） ８２

嚢壕葎行偉お緩 ㌧ 会虐産希
助 し か 政 は す

、
無 蹟 り 対 出 命

す て ら 側 見 る ミ 償 務 と す し 令
べ は す が 当 よ 一 で を し る た ’

㍍ 帥 ξ婁 フ 箒駆 鮎嚢
竃 臥奪 狩 】 窪 艘 男カ１零
こ に 害 え よ 的 宅 し ’ は 被 を

と 災 者 た う な を た 口 の 害 直

［蝋幾機幾］
に つ の 八 振 ホ 十 湾 田 可 の 思 題 は

千 こ た は 憾、 で テ 億 を 原 先 能 資 わ は 当
件 の 。 雇 五 数 ル 円 望 を 日 で 金 れ 巨 然

以 よ 用 千 年 を を む 訪 ヒ あ 力 る 額 で
上 う 促 万 後 建 投 絶 れ ル る が が の あ
あ な 進 円 に 設 じ 景 た ト と ら ’ 資 る
る 施 事 で 小 し て 地 。 ン 考 す 現 金 と
と 設 業 売 田 ’ リ に こ ホ え れ 在 で 思

総 塞紮竃箏τ買穣ザ雛婁鳥
か の き る み 程 曳 分 の の 鯉 い 四 て

総ポ賃錺 雛 融写詩 鳥
任 の の 出 な こ と な を の ぎ は る 円 。

体 が 単 し と と し い 絶 無 な 一一 。 の 単

製濤禦ぶ三毫ξベセ整り簸 碧穫

㍑ξ蒙ポ 鵯 洲甲焚 鯉
ろ テ が や 借 億 の の ’ 地 の 駄 し
う ム で め し 円 災 で 私 方 間 遭 て
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編集後記
○今度 の総会は目曜日 です。 一年の計 繭を決

める目です。 これま で仕事の都合 で参加 でき

なかった会員の方もふるって ご参加下さい。

○面援偽装の吹は偽メーノ 喩 毛 それもショッ
チ ェ ジ 目 ン ス ン

クで したが、 個 人的には韓国人の 崔 鐘 順さ

ん の講 演 （３月 １８目） で広島、 長 崎の 原爆

投 下が 「長い間日本の植民 地下で苦 しんでき

た生活 を終わらせ、 平和の時 代を開いてくれ

た」 と い わ れ た の も 大 き な シ ョ ッ ク で し た
。

○ この４月 １目 から公 益通 報者保護法が施行

されます。 談合摘発 ニュースがマスコミ を賑

わ している日々 です。 内部告発者を保護する

カ があればきっと続々 内部告発が行われるこ

とでしょう。 われ われも告発が どんな 風に行

わ れ る か 注 目 し ま し ょ う
。

○高橋信行幹事 が原稿を寄せてくれま した。

これは東京 新闘 に投稿 し掲載されたも のとの

ことですが、 会 員の活動の一つと して紹 介す

る こ と に し た も の で す。

○耐震偽装閥題では川崎市議会で救済方針で

発言を続 けて いる佐野 仁昭議員 も寄稿 してく

れま した。 今 回も体調を崩 して いて原稿が間

に合いそうもなかったのですが、 ぎりぎりセー

フ で し た
。

あ り が と う ご ざ い ま し た。

○外国 のデモの話です。 先目 目本ではアメリ

カ のイ ラク 侵攻 ３年 目 を迎 え、 ３月 ２０ 目 前

後 に各地で様々 な 「パレー ド」 が行 われま し

た。 そ の 参 加 人 員 は 多 く て ２ ～ ３０００ 人。
冬

季オリン ピック で金メ ダルを獲得 した 荒川 静

香選手を成因に出迎 えた人々 の数にまっ たく

及ばない人数で した。 ところが朝貝新聞 ３月

３ｉ 貝 の 報道 で は ロ サ ン ゼ ル ス で行 わ れ た

「不 法 移民 敢り 締 まり 法 案 に反 対 する デモ」

に５０ 万 人もの 市民が 参加 したとの こ です。

きっかけはス ペイ ン語ＦＭ局のＤＪ が呼ぴか

けたことに 始まるのだそうです。 貝本人の多

く ががイ ラク間題 に無関心と は思えま せん。

組織者に何 かが 欠けているの ではないでしょ

う か。
（清 水）

会計報告 ２００５ 年 ４月 １ 目 ～２００６ 年 ３月 ３１目

一般会計
’ … 岬 ” ．

収 入 （円） 支 出 （円）

前 期 繰 越 ６５２，３９５ 会 報 発 行 費 １０４
，
８９７

会 費 ４２２，０００ ロ ピ ー 代 ６，５５０

資 料 販 売 ６，９００ 情 報 公 開 請 求 ｕ，８９５

寄 付 金 ５０，０００ 会 場 費 ３５，６００

利 息 ７０ 訴 訟 経 費 ０

旅 費 交 通 費 １６０，０００

事 務 用 晶 費
、 ．

１
，
０８５

通 信 費 １０，８３０

備 晶 消 耗 晶 費 ０

図 替 費 ４，２００

全 国 会 費 １０
，０００

講 師 料 Ｏ

Ｈ Ｐ 管 理 費 ６，Ｏ００

雑 費 １２，１２０

収 入 合 計 １
，
１３１

，
３６５ 支 出 合 計 ３６３，１７７

残 高 ７６８，１８８

訴 訟 積 立 金 ２
，
Ｏ００

，
ＯＯＯ

王３



今捜⑳雷窟
月 例 会 誠 ・ 学 習 会 い ず れ も ど な た で も

ご 参 加 い た だ け ま す．

４月 ４ 目 （火） 会 報 第 ５ ２ 号印 刷 ・発 送

４月 ５目 （水） 川 崎市 土地開発公 杜勉 強会

４月 １ ８ 目 （火） 第 １ ２ 回 拡 大 幹 事 会

５月 １ ４ 目 （目） 第 １ ０ 回 定 例 総 会

５月 １ ６ 日 （火） Ｋ Ｃ Ｔ 公 判

第 １ ０ 期 第 １ 回 拡 大 幹 事 会

５月 ２ ５ 目 （木） 会 報 第 ５ ３ 号原 稿 〆切 目

６月 １ 目 （木） 会 報 第 ５ ３ 号印 刷 ・発 送

６月 ２ ０ 目 （火） 第 ２ 回 拡大 幹 事 会

９月 １ ６ 目 （土） ～ １ ７目 （目） 全 国 大会

１３１３０

１０：００

１８１３０

１３：３０

１１：００

１８：３０

中原 区役所

合同法律事務 所

中原市民館和 室

エ ポ ッ ク な か は ら

横浜地裁 ７階

中原市 民館和 室予定

１３：３０ 中 原 区役 所 予 定

１８：３０ 中 原 市 民 館 和 室 予 定

劉Ｏ回艦会は眉曜圓闘催看す
エポヅク旗か瞳らへ

皆さん、 ご参加下さ い

発行 かわさき市 財 ンブズマジ‘

所 在 地 郵 便 番 号２１０－８５４４

川 崎 市 川 崎 区 砂 子 １ 丁 目 １ ０ 番 地 ２

ソ シオ 砂 手 ビル ８ ０ ２ 川 崎 合 同 法 律 事 務 所 内 、
習１…＝言香 ０４４－２１１－０１２１ Ｆ^Ｘ ０４４－２１１－０１２３

振替 Ｏ０２７０－３－８５６２９
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